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金
滞
古
蹟
志
巻
一

の
本
祉
に
て
、
雨
祉
の
民
子
地
は
五
箇
庄
中
村
の
地
内
た
り
。
増
泉

春
日
祉
の
氏
子
地
は
石
坂
村
の
地
内
、
三
位
町
白
山
三
祉
の
氏
子
地

は
戸
板
郷
三
枇
村
の
地
内
、
平
岡
野
紳
祉
は
庚
岡
の
村
祉
に
て
、
共

の
氏
子
地
は
同
郷
内
南
庚
附
・
北
庚
岡
雨
村
の
地
内
、
長
国
夫
紳
は

長

田

の

村

祉

に

て

、

若

手

苦

難

野

問

調

岡

両

柑

のJ
剖
1
剖
到
剤
削
剥
同
組
副

g
A釧
尉
司
副
長
田
村

n目
*d

の
地
内
た
り
。
又
泉
町
八
幡
・
泉
新
町
園
治
枇
は
泉
村
の
村
祉
に
て
‘

そ
の
氏
子
地
は
帥
ち
泉
村
の
地
内
‘
有
松
木
品
町
一
位
は
有
松
村
の
村
駐

に
て
、
そ
の
氏
子
地
は
卸
ち
有
松
の
地
内
、
棲
木
八
幡
は
呆
野
新
村

の
村
祉
に
て
、
そ
の
氏
子
地
は
泉
野
新
の
地
内
也
。
叉
大
樋
子
安
明

紳
は
大
樋
村
の
村
枇
に
て
、
そ
の
氏
子
地
は
卸
ち
大
樋
の
地
内
左

り
。
野
田
寺
町
十
一
屋
関
野
紳
枇
は
十
一
屋
の
村
枇
に
て
、
そ
の
氏

子
地
は
来
野
新
百
姓
今
の
十
一
屋
村
内
也
。
右
諸
紳
枇
は
金
滞
市
中

の
産
土
一
柳
・
な
る
中
に
も
、
共
の
郷
共
の
村
の
奮
祉
に
て
、
氏
子
地
は

元
共
の
村
地
友
り
と
い
へ
り
。
此
の
外
に
野
町
泉
野
一
脚
枇
・
野
田
寺

町
探
訪
紳
枇
・
古
寺
町
小
橋
紳
一
位
・
泉
野
菅
原
紳
枇
・
藤
棚
白
山
駐
・
木

新
保
白
髭
枇
・
近
江
町
市
姫
紳
枇
・
殿
町
盟
国
紳
枇
・
西
町
尾
崎
紳
祉
・

松
原
町
尾
山
紳
舵
・
小
立
野
金
津
紳
枇
た
E
の
枇
共
は
、
皆
後
世
の
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醤
道
路
を
ぽ
今
は
古
道
と
呼
べ

p
o
=一
州
志
来
因
概
覧
附
録
の
頭
容

に
一
宮
ふ
。
金
滞
北
宮
腰
の
道
路
は
材
木
魚
盤
を
謡
選
す
る
要
路
左
る

が
故
に
、
元
和
二
年
往
還
を
付
替
へ
、
二
塁
の
間
並
松
を
直
道
に
た

し
た
り
。
共
の
古
遣
は
今
も
古
道
と
稀
す
。
津
間
鳳
卿
が
梧
尚
文
稿

に
一
宮
ふ
。
木
村
貞
亨
目
。
聞
昌
之
星
人
二
宅
宮
腰
毎
日
。
駄
=
港
諸
物
子

《プ悶
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J
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金
津
府
-
者
一
ゅ
馬
四
十
疋
ω

負
捻
者
二
盲
人
J

毎
月
二
返
ω

無
v
有
a
虚
日
↓

若
有
弘
特
カ
-
者
a

日
三
宅
都
人
奥
-h
芳
村
-
行
買
者
。
共
麗
不
v
可
v
知
実
-

海
運
之
利
共
移
可
v
知
也
と
。
今
や
維
新
の
際
馬
力
を
車
力
に
換
で

詔
迭
の
利
共
の
以
前
に
柚
句
傍
せ
り
と
い
ふ
。
又
或
は
日
〈
、
営
図

上
古
の
官
遣
は
海
演
通
り
た
る
事
、
延
事
兵
部
式
に
戟
せ
ら
る
L
騨

家
に
て
著
明
也
。
さ
れ
ぽ
此
の
宮
腰
往
還
も
、
園
初
の
頃
は
官
道
左

り
け
ん
。
藩
粗
利
家
卿
此
の
街
道
よ
り
毎
度
上
婚
し
給
へ
る
曲
、
一
一
一

登
記
等
に
戟
せ
た
り
。
共
の
か
み
金
津
の
官
道
町
端
は
‘
上
口
怠
る

泉
口
と
、
下
口
・
な
る
大
樋
口
と
‘
此
の
宮
腰
口
と
・
な
り
。
安
江
町
升

形
橋
は
呑
林
坊
・
枯
木
雨
橋
梁
と
同
じ
く
羅
披
に
て
、
此
所
に
升
形

を
治
り
、
惣
櫛
門
あ
り
。
故
に
升
形
と
稀
す
。
醤
藩
中
は
枇
寺
の
開

腹
札
等
を
、
犀
川
・
溌
野
川
雨
橋
と
此
の
升
形
橋
と
三
ク
所
へ
出
す

例
也
。
是
も
園
初
以
来
官
道
の
趣
た
る
故
也
と
-X
ひ
停
へ
た
り
と
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て
、
市
中
の
要
路
と
す
。
叉
宮
腰
口
は
俗
に
矢
口
と
稽
し
、
大
野
・
宮

腰
へ
の
往
還
に
て
、
市
中
の
諸
品
運
送
の
要
路
左
る
に
よ
り
、
奮
海

三
世
様
中
納
言
利
常
卿
元
和
の
初
め
更
に
直
道
に
諮
ら
し
め
ら
れ
‘

創
立
に
係
り
、
今
多
く
枇
濯
を
氏
子
地
と
す
れ
ど
、
共
の
質
は
皆
石

浦
紳
一
位
以
下
の
氏
子
地
に
含
ま
れ
し
も
の
に
し
て
.
中
に
は
奮
藩
中

氏
子
地
の
争
論
苦
情
あ
り
し
も
の
も
あ
り
て
、
他
祉
の
氏
子
地
を
押

領
せ
し
も
の
也
と
い
へ
り
。
故
に
右
泉
野
榊
位
以
下
の
氏
子
地
は
、

共
の
土
地
の
考
捷
に
も
成
り
難
く
、
他
枇
氏
子
地
の
経
界
を
錯
飢
せ

し
も
の
と
い
ふ
ペ
し
。

。
市
中
往
還
道
路

金
滞
市
中
の
官
遣
は
一
路
た
れ
ど
.
間
道
は
激
路
あ
り
。
中
に
も
泉

口
は
上
口
の
官
道
に

τ、
西
京
へ
の
往
還
口
也
。
叉
大
樋
口
は
下
ロ

の
官
道
に
て
、
東
京
へ
の
往
還
口
也
。
故
に
此
の
雨
口
は
、
旋
客
の

通
行
常
に
繁
多
左
り
。
叉
六
斗
口
は
間
道
た
れ
ど
、
奮
藩
中
は
幕
府

巡
見
使
の
通
行
遣
に
て
、
能
美
郡
小
松
よ
り
三
坂
峠
を
越
え
、
別
宮

村
・
鶴
来
村
を
経
、
此
の
町
口
へ
来
る
古
例
た
り
。
故
に
上
使
街
道

と
呼
べ
り
。
三
坂
峠
は
古
名
を
府
峠
と
綿
し
.
古
へ
園
府
の
近
地
た

れ
ば
‘
往
古
よ
り
の
道
路
友
り
と
い
へ
り
。
今
は
鶴
来
街
道
と
稽
し
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ぞ
。
又
掘
川
口
は
莱
ク
崎
の
往
還
に
て
、
能
登
園
へ
通
行
す
る
河
北

潟
の
締
路
に
蛍
り
、
諸
品
を
謡
選
す
る
要
路
た
る
に
よ
り
.
元
和
六

年
に
潟
野
川
を
掘
盤
し
、
河
舶
の
通
路
を
開
き
た
り
。
故
に
堀
川
の

地
名
起
れ
り
と
、
三
壷
記
に
い
へ
り
。
又
小
立
野
口
は
戸
室
山
の
伐

石
を
抽
初
出
す
道
路
に
て
、
文
藤
元
盆
金
津
披
の
石
壁
を
築
か
れ
た
る

よ
り
以
来
‘
城
郭
・
藩
用
は
勿
論
、
審
士
・
工
商
市
中
の
用
石
を
も
貌

出
せ
り
。
故
に
共
の
通
路
の
町
名
を
ぽ
石
引
町
と
呼
ぺ
り
。
又
寺
町

口
は
野
田
従
来
と
も
稽
す
。
奮
藩
前
田
家
鹿
代
及
び
士
族
・
平
民
共
、

凡
て
金
津
市
中
の
基
地
た
る
野
田
山
の
往
還
に
て
‘
元
和
二
年
に
宮

腰
と
同
じ
く
直
道
に
作
り
.
並
桧
を
棺
ゑ
し
め
ら
れ
た
り
。
叉
問
弁

口
は
越
中
川
上
・
井
波
・
披
端
等
よ
り
、
二
俣
峠
を
経
て
、
金
津
へ
米

穀
を
運
送
す
る
道
路
左
り
。
此
の
外
川
上
口
は
犀
川
々
上
よ
り
小
立

野
山
諸
村
へ
の
道
也
。
大
豆
田
口
は
蘭
田
町
・
物
吉
町
よ
り
犀
川
々

下
勝
村
へ
の
道
路
な
り
。
此
の
外
に
も
倫
緒
方
へ
の
通
路
敷
口
あ
れ

E
.
皆
村
里
へ
の
往
来
に
て
要
路
に
あ
ら
守
。
故
に
略
記
す
。

。
市
中
温
筋
町
名

金
津
市
中
本
通
り
町
筋
除
、
上
口
南
方
の
街
尾
有
松
町
・
泉
新
町
・
呆

町
よ
り
野
町
を
経
て
‘
摩
川
の
橋
梁
に
至
る
を
上
口
通
筋
と
す
。
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